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アにおける運動やマノレグスにたいLて， どのような経過で， どう Lた関係をも
ったかをたどることによって，そこに合まれているいくつかの間題点や意義に
ついて明らかにしたいの
2) 和田春樹.r土地と自由」主義の革命理論， r歴史学研究」第241号，昭和田年5月. 3ベジ.
3) A. Walicki， Theα出 γ"QversyQver仁坤italism.， 1969， pp. 26-27 
4) 田中真晴，前掲書， 18-22べ一山および，松岡骨， ナロー ドヱキのロシア資本主義論p 桑原
武夫編「ブルジョワ草命の比較研究」昭和39年.595ベ 九
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ところで，エヌ・フレロアスキー (HφJIepOBC間施〕の名で発表された『ロシ



















5) かれの生涯については， O. B. ArlT印刷H，BacUJ/.ua Ba四 JlbeO附 Eepou-<fJ/wpOOC1CUano 
.Mamほ'pua-，xa.M 6. IJJ-zo OmdelteHUJl u ，l. r.n.， 1925およびI E. H. 5epBll， l13 MOHX 
BocnOMHHaH凶 .rOJlOC M~出_y8Ulezo， No 5-9， 1915，が基本文献のようであるが，いずれも未見
であり，以下の叙述は， F. Venturi，且.ootsof Revolutioη， 1960; J1cmopuJl p yCC1COU 8KOHO 
.MU'tecκ01 .AtblCJlU， T. 1 '1. 1， 1959，および， B. B. BepBllφJIepOBCKH抗，J136 pa1ilible 81(01-0 
.MU弔eC1CuenpOll30edeHU5l 8δoyx mOAWX， TOM L 1958による。
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11) Ibid.， pp. 199-2'0'0 
12) 菊池昌典「ロジア農担解放の研究J昭和百年.4?，s-4四ベー三人























(H. n口OJIHKOB) であった。 革命家たちと接触をもち，かれらを援助Lていた
といわれるポリャーコフであるから，決して不思議ではないものの，単なる偶
然の一致ではなかったであろう。たとえば w資本論』のロシア語訳の計画者
の一人，ゲノレマン ロパーチン (r.A 刀onaTl:lH)は，すでに1867年 r人民」
との接触をはかるべく，農村の巡礼をめざした「ノレープリの会」をつ〈ってい
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リソ yを介してであった。周知のように， 1868年10月初め，マルクスは， w資
本論』のロシア語訳の出版を希望するダニエリソンとりューパーヴィ γからの
有名な手紙悶をうけとっている。 この手紙が，マルクスにとって， うれしい，
20) 白1.J1cm. pyι 3IW1l. .MblCAU. T. I，可 1.CTp. 512-513 
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と省略一一一CTp.158-159 
















頼を集めた 1人であヮて 6日年代初頭の運動。生きの ζ りにほかならない問。
たまたま，国外にいて逮捕をまぬがれ，、以後，スノスで亡命生活を送るのであ







23) T QM :JK:e. crp. 161-165 
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1tUH， 1970， CTp. 38-42 
28) Marx， Engels. Werke， Bd. 32. 1965， S.197一一一以下では，たんに Werkeと省略の





















たい旨，書いている問。 この r3カ月Jも利し、たのであろうか 1カ月あとの
11月29日には， クー ゲノレマ γに宛てて rロシア語もやらねばなりません。ベ
テルプルクから，ロシアにおける労働者階級(もちろん農民もふくまれます〕
の状態についての本が送られてきたためです」ぬ)じ フレロフスキーの著書を
30) PeB. POCCUfl， CTp_ 167-168 
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10且18日のラファルグ宛の手紙でも記しているくVgl. Ibid.， S. 636)。期待りあらわれとp みら
れよう。
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ことが記されているくVg1.lbid.， S. 699')0 
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点でも，すなわち，新しいロシア人グループとの交流の本格化という点でも，
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機に，フ νロフスキ とチェルヌイシェフスキ をあげ， r収穫は 苦苫にひきあうものです。
いまロシアで起きている精神的運動は， ロシアが深い底のほうで殴酵している ζとを，しめしτ
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